


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  







1



2



3



4



5



6

 



7

0 20 40 60 80 100 (%)

928

1,039

1,033



8

 

0 20 40 60 80 100 (%)

928

1,039



9

0 40 80 120 160

101

77
157

31

138

111

22

70

50

31

27

13

48

4

23

31

49

4

1

5

7

10

95

89

120

27

70

52

68

62

59

76

23

45

80

23

33

53

94

10

36

15

26

7



10

0 20 40 60 80 100 (%)

928

1,039



11

0 20 40 60 80 100 (%)

n  =928

0 20 40 60 80 100 (%)

928

329

211

373



12

0 20 40 60 80 100

62.5

56.0

55.8

55.6

55.3

54.8

53.4

53.3

51.9

50.6

50.2

50.0

50.0

48.7

47.8

47.1

46.3

46.0

43.3

43.3

43.2

42.7

41.1

40.9

40.8

39.8

39.4

38.5

35.6

35.1

(%)



13

0 20 40 60

55.7

19.9

29.4

22.1

9.5

6.4

18.4

27.7

14.8

14.3

2.6

48.2

17.3

26.9

20.9

11.5

6.8

25.4

28.5

17.4

19.7

1.2

57.1

15.9

32.0

19.4

11.7

7.6

23.1

34.5

15.4

17.4

1.7

(%)



14



15

0 20 40 60 80 100

80.5

61.0

57.1

44.2

23.4

20.8

18.2

13.0

7.8

7.8

6.5

6.5

5.2

5.2

2.6

2.6

2.6

1.3

1.3

1.3

0.0

7.8

0.0

(%)

62

47

44

34

18

16

14

10

6

6

5

5

4

4

2

2

2

1

1

1

0

6

0



16

0 20 40 60 80

70.1

54.5

32.5

20.8

9.1

9.1

7.8

3.9

(%)

54

42

25

16

7

7

6

3



17

0 20 40 60 80 100 (%)

77

66

68



18

0 20 40 60 80 100

89.6

70.1

57.1

53.2

51.9

48.1

39.0

35.1

35.1

32.5

19.5

19.5

18.2

16.9

14.3

11.7

9.1

6.5

7.8

1.3

0.0

75.8

78.8

57.6

48.5

63.6

36.4

31.8

48.5

28.8

27.3

18.2

3.0

12.1

18.2

6.1

10.6

3.0

3.0

4.5

0.0

0.0

61.8

73.5

47.1

36.8

58.8

44.1

26.5

33.8

23.5

35.3

0.0

5.9

33.8

8.8

16.2

0.0

4.4

10.3

0.0

1.5

(%)

69
50
42
54
52
50
44
38
32
41
32
25
40
42
10
37
24
30
30
21
18
27
32
23
27
19
16
25
18
24
15
12
0

15
2
-

14
8
4

13
12
9

11
4
6
9
7

11
7
2
0
5
2
3
6
3
7
1
0
0
0
0
1



19

0 20 40 60 80 100 (%)

77

66

0 20 40 60 80 100 (%)

77

66



20

0 20 40 60 80

54.8

45.2

45.2

21.4

14.3

7.1

9.5

7.1

0.0

43.3

46.7

70.0

23.3

20.0

6.7

0.0

0.0

0.0

(%)

23

13

19

14

19

21

9

7

6

6

3

2

4

0

3

0

0

0



21

 

 

 

 

 

 



22

 

0 20 40 60 80 100 (%)

n  =235

0 20 40 60 80

59.4

50.8

45.7

29.4

23.9

23.9

19.3

18.8

7.6

0.0

(%)

117

100

90

58

47

47

38

37

15

0



23

0 20 40 60 80 100

82.6

37.4

22.6

16.2

10.6

8.9

6.8

6.8

4.3

3.4

7.2

3.4

2.1

(%)

194

88

53

38

25

21

16

16

10

8

17

8

5



24



25

0 20 40 60

23.0

21.7

11.5

10.2

9.8

50.6

3.8

2.1

23.6

21.5

12.0

10.2

6.0

49.6

4.9

3.5

26.3

20.6

18.9

9.1

12.0

46.9

12.0

0.6

(%)

54
67
46
51
61
36
27
34
33
24
29
16
23
17
21

119
141

82
9

14
21

5
10

1

0 20 40 60

17.0

16.6

14.5

8.9

7.2

1.7

52.8

5.1

2.1

16.2

14.4

18.3

6.7

8.8

1.8

46.1

8.8

4.6

16.0

13.7

24.6

8.6

8.6

0.0

47.4

6.9

2.9

(%)

40
46
28
39
41
24
34
52
43
21
19
15
17
25
15

4
5
0

124
131

83
12
25
12

5
13

5



26

 0 20 40 60

43.8

39.6

26.4

21.3

10.2

8.5

12.8

9.8

31.0

36.6

25.0

13.0

7.7

6.7

4.2

26.4

24.0

38.9

25.1

18.9

20.0

8.6

7.4

18.3

(%)

103
88
42
93

104
68
62
71
44
50
37
33
24
22
35
20
19
15
30
12
13
23
75
32

0 20 40 60

53.6

42.1

39.1

20.9

19.6

7.7

7.7

17.4

2.6

1.3

47.2

46.5

33.1

22.5

23.9

7.4

5.6

13.0

3.2

1.8

37.7

40.6

43.4

16.6

23.4

5.7

6.3

21.7

6.9

0.6

(%)

126
134

66
99

132
71
92
94
76
49
64
29
46
68
41
18
21
10
18
16
11
41
37
38

6
9

12
3
5
1



27

0 20 40 60 80

50.2

20.9

15.3

10.2

6.4

5.1

0.4

12.8

13.6

1.7

57.4

28.9

13.0

7.4

7.0

5.3

1.1

8.5

12.3

1.1

64.6

18.9

17.1

8.0

8.0

0.6

10.9

13.1

1.1

(%)

118
163
113
49
82
33
36
37
30
24
21
14
15
20
14
12
15

-
1
3
1

30
24
19
32
35
23
4
3
2



28

0 10 20 30 40 50 60

42.1

34.0

33.2

32.8

26.0

13.2

13.2

6.4

5.5

6.4

37.3

33.1

41.2

31.3

28.9

12.3

13.4

12.0

1.4

10.2

(%)

99

106

80

94

78

117

77

89

61

82

31

35

31

38

15

34

13

4

15

29



29

0 20 40 60 80 100 (%)

 n  =         235



30

0 20 40 60 80 100 (%)

235

284

0 20 40 60 80 100 (%)

n  =102



31

0 20 40 60 80

66.7

37.0

25.9

14.8

22.2

11.1

0.0

(%)

18

10

7

4

6

3

0



32

0 20 40 60 80 100 (%)

235

284



33



34



35

 

 

 

 

 

 

 



36



37



38



39



40



41



42

 



43

 



44



45



46

 



47



48



49



50

 
 



51



52



53



54



55



56



57



58



59



60



61



2 月 18 日土曜日の午前、アンフォーレ３階の健康支援室・講座室にて、
安城のまちをもっと素敵でもっと魅力的なまちにしていくための未来志向
の対話の場「あんじょう協働リビングラボ①」を開催しました。参加者は、
35歳以下を中心とした市民・市職員に事務局スタッフを含め 29人でした。
初回となったこの日のテーマは「SDGs カードゲーム＆仲間づくり」。 

まずは、対話の場をよりよく進めていくため参加者どうしの関係づくりから
スタート。次に SDGs の基本について少し学んだあと、2030SDGs ゲーム
をプレイ！休憩を挟んで、ゲームを通して得た気づきをグループで共有した
あと、SDGｓの本質や可能性、協働について学ぶレクチャー。最後に全員で
くるま座になり、この日得た気づきや学びを分かち合いました。

あんじょう協働

リビングラボ

このリビングラボは、クリ
エイティブな話し合いを
行い、5回の開催の中で課
題解決のための社会実験
などの実践も行っていく
企画になっています！

U-35

お金と時間を使ってプロジェクトを
行い、2030 年までに人生（チーム）
のゴールと世界のゴールの達成を
目指して活動するゲ－ム。

2030 年には全チームゴール達成！
中間発表時には課題が残っていた、
世界の「環境」と「社
会」の状況も、2030 年
には、劇的に改善！バ
ランスのとれた豊か
な世界になったね！

様々な価値観を持つ人（チーム）が、
助け合ったり交渉したりして各々
のゴールを目指し…

SDGｓは、国連加盟 193 か国が
2016 年～2030 年の 15 年間で 
達成する行動計画です。 
実は、採択文書の正式名称はコレ 
「Transforming Our World」 
＝「私達の世界を変革する」。

が

62



１人ずつ、気づきや学びを発表。この日に得た「収穫」を分かち合いました。 

【発行・問合せ先】 

安城市役所  市民協働課 
TEL 0566－71－2218 
kyodo@city.anjo.lg.jp 
※8：30～17：15（土日祝日を除く） 

SDGsの本質は「世界は
つながっている」そし
て「私も起点」というこ
と。また、世界が目指す
目標を「見える化」し、
共有することで意識や
行動が変わる！ 

ゲームを通して得た気づきをグループで
共有したあと、SDGｓの本質や協働につい
てのレクチャーを聞きました。 

協働を一言で言うと
「ONE TEAM」。それ
ぞれの良さや強みを
持ち寄り、共に考え行
動すれば未来は変え
られる！ 

話すと広がる
と実感！

小さなこと
から続けて
いきたい！ 

世界の一員という自覚を
持って少しずつ行動を起
こしていきたい！ 

生活の中では、
求めすぎないこ
とが大切かな。 

他に目を向けるため
には、安心感をつくっ
ていくことが必要！ 

時間がなくてもできる
ことはある。時間がな
い人にどうしたら関わ
ってもらえるか考えて
いきたい！ 

周りの人の価値観、
強みを知ることは 
大事。協力する数が
増えていくと可能性
が広がる！ 

たくさんの
気づきがあ
った。傾聴
は大事！

それぞれの得意なこ
とを活かしていける
といい。積極的に動
いていきたい！ 

同じ目標を
共有するこ
とが大切！ 

もっと周り
を見て、行動
を意識して
いけたら。 

協力は大事。子
ども達にもこの
ようなゲームが
できたらいい！

「課題を発信する力」
「それを受け取る力」
「コーディネートす
る力」があることで 
ワンチームで課題が
解決できる！ 

視覚化、数値化がみ
んなの意識を共通の
ゴールへと導いてい
く。つなぐ人の見え
る化も大事！

自分ができること
から始めることが
大切。もっといろん
な人に伝えられた
らいい！

何をしてほしいかわか
ることが大事。コミュ
ニケーションをとって
生活していきたい！

ポリシー、強い
信念を貫く生き
方がしたい！ 

声かけをで
きる人にな
りたい！ 

できること・できな
いことがあるので、
助け合いが大事！ 

働かなきゃいけない
という考え方を手放
し、得意な所に仕事を
提供すればいい！ 

弱みは自分か
らは言い出し
にくいので、他
の人から声を
かけてあげる
配慮が必要！ 

相手を理解すること、譲り合
いが世界を良くしていく！ 

時間経過はあっ
という間。やり
たいこと、やら
なきゃいけない
ことはどんどん
やっていきたい 

声をかける人が後半に増え
てきた。まさに「協働」だな
と思った！ 
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安城市の協働の現状と課題のポイント

①理解促進
ボランティア活動、市民活動、町内会などの
地域活動の魅力発信をいかに進めるか？
広報、WEB、市公式 LINE、チラシなどで情報発信して
いるが行き届いていない。どうすればいい？

②活動のきっかけづくり・担い手づくり
ボランティア・市民活動、町内会などの地域
活動の担い手や参加者をどう確保するか？
やってもいいと思っている人を、どう活動へと導くか？
若い世代の参加促進は？

③確かな町内会（地縁コミュニティ）づくり
地域の安全・安心・自治を支える町内会の
加入率アップと担い手確保をどう実現するか
防犯・防災・福祉等、地域の特性に合わせた活動が重要。
加入率が上がる町内会とは？

④マルチパートナーシップ
市民活動団体と地域団体、事業者との協働
など多様な協働関係づくり
多様な主体の協働関係を生むきっかけとなる機会・場
はどうあるべき？

安城市の協働の現状と課題

●若い世代、新住民ほど町内会加入率が低い
●若い人の町内会への参加意識が低い
●ボランティア・市民活動に参加している人 13％
に対し、関わってみたいという人は 44％！

●町内会では役員のなり手不足などが大きな課題
●町内会の活動や市民活動は新型コロナ感染症に
よって近年大きな影響を受けている

●市民活動は、とくに「情報」「人材」面での課題
を抱えている

●市民活動団体と地域団体、事業者との協働など、
多様な協働関係を生むための支援が課題 など

３月 18日土曜日の朝、アンフォーレ 1階多目的室で「あんじょう
協働リビングラボ」の 2回目を開催しました。参加者は、市民・市職
員に事務局スタッフを含めて28人でした。
この日のテーマは「テーマ研究～アイデアブレスト」。まずは参加
者どうしの関係性づくりから。次に、アンケート調査等を通して見え
てきた安城市の協働の現状と課題について共有したあと、関心のある
テーマを選んでグループになり、「自助」「互助」「公助」の視点から
課題解決のためのアイデアを出し合って意見交換。最後に、グループ
イチ押しのアイデアを 3つ選んで全体で発表・共有しました。

あんじょう協働

リビングラボ
U-35

簡単なゲームや自己紹介を通して、参加
者同士の関係性づくり。対話をする上で
大切な「聴き方」や「話し方」などコミ
ュニケーションのコツも学びました。

市民協働推進計画に基づいて
様々な事業を進める中で見えてきた

市民・町内会・市民活動団体を対象にした
3種のアンケート調査から見えてきた
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【発行・問合せ先】

安城市役所  市民協働課
TEL 0566－71－2218
kyodo@city.anjo.lg.jp
※8：30～17：15（土日祝日を除く）

ひとことアンケートより グループで意見を出し合うことで、考
えの幅を広げることができた／みんな違うけれど実はつながってい
る。意外な共通点が見つかるので対話は大切／既存の物を有効に活
用するだけではなく、新しい視点で仕組みやきっかけづくりのアイ
デアがたくさん出ておもしろかった／若い世代の強み（発信力、共
有力）をどう活かしていくかはとても重要な気がします ほか

５つの課題の中から興味関心のあるテーマを選んでグループになり、
「自助」、「互助（共助）」、「公助」の視点から、課題解決のためのアイ
デアを出し合って意見交換のグループワークを実施。最後に「グループ
イチ押しのアイデア」を３つ選んで（★）全体で発表・共有しました。

「町内会や町内福祉委員会の
担い手を確保するためには？」

★もし町内会がなかったら…
「どうなる社会？」の動画をつくる
SNSの活用

★成人式ならぬ還暦式をやる
60 代＝アクティブシニアの参加を促す

★好きなもの自慢大会をやる  
自己開示で町内会になじめるように！
町内会を楽しんで参加できるイベントを！

「まちや地域に関わる人、まちや地域を
楽しめる人を増やすためには？」

★循環型の仕組みづくり
まちを知る→まちに入る→まちを伝える→まちで遊ぶ→
もっとまちを知る…とスパイラルで続けていきたい。

★安城版 東海オンエア
「あなたもまちに関わって、インフルエンサーに
なりませんか？」

  

「若い人を市民活動や協働のまちづくり
に巻き込んでいくためには？」
★若者にとっての付加価値（メリット）
例えば、アルバイトと協働をつなげるなど…  

★参加のハードルを下げる（メイクイットイージー）
最初はリモートにしてみるなど…

★若者が使いやすい方法で宣伝（アドバタイズメント）
成人式、学校など、若者が目にしやすい部分で PR・アプローチ。
若者の共有する力、発信力をうまく取り入れて！  

「新たな市民活動やアクションを
創発させるためには？」
まずは想像・企画する、やってみる、知ってもらう、
出会う、持続可能な方法で（助成も）…

★世代の異なる人との出会い系  
Cafe で交流、太極拳のイベントなど

１グループ

3 グループ

5 グループ

2 グループ
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4月 15日土曜日の朝、アンフォーレ 1階多目的室で「あんじょう
協働リビングラボ」の 3回目を開催しました。参加者は、市民・市職
員に事務局スタッフを含めて24人でした。
この日のテーマは「共創！NEXT PROJECT/チーム結成」。まずは、

参加者一人ひとりが宿題として考えてきた、安城市の地域・行政課題
を解決しながら持続可能な未来を創るプロジェクトの案を発表。
その発表を受けて、お互いに仲間を募り合ってチームを創り、今後

のプロトタイピング（試行・社会実験）までを見越したプロジェクト
案を検討。最後に、班で決まった方向性を発表・共有しました。

あんじょう協働

リビングラボ
U-35

各自が考えてきた「あんじょう共創！NEXT
PROJECT」のアイデアを紹介し合いました。

■ 学生安城活性化チームプロジェクト
学生の発想力でイベントを企画～実行。２年制にして、
上級生と下級生をつくって持続可能な仕組みに！

■ カモン若者！年代職業ごちゃ混ぜ交流会！
安城で頑張る大人やイベントを知ってもらう交流会。
「参加賞」や「ガクチカ」を推し、集客につなげたい！

■ 安城！発展配信プロジェクト
安城のボランティアやイベント情報を若者に発信する
サイトやアプリをつくる！制作段階から学生も参加！

■ Anjo△Virtuality
若者の「参画」の一歩としてメタバース上でセミナー、
コミュニティ活動、資料閲覧など。企画はコンペで！

■ ドラムサークルで〝エン″を繋げよう！
音楽の力でまちづくり。年齢・性別・障害・人種などに
関わりなく、「縁」でつながって世界を平和に！

■ 地域デビューしよう！～再び若い世代に～
企業に出向いたり、公共施設で、町内会やボランティア
活動等の説明会を開催。定年前から地域への移行を！

■ 還暦式～人生はこれからが楽しい～
地域への参加を促すきっかけづくりとして。まずはア
クティブシニア層から。サークル勧誘のような形で！

■ 外国人参加の第一歩を作る
外国人が継続的にまちづくりイベントに参加できるよ
うにしていきたい。ゴールは、リビングラボへの参加！

■ チェアリングでゆるっと交流 in Anjo 
公園等に椅子を持参して集まり、安城のまちについて
話したり、マルシェ、音楽、ゲーム、映画鑑賞なども！

■ 町内会役員やりたいやりたいプロジェクト
役員の報酬を引き上げ、専門の事務員を置く！市役所
にも専門の対応窓口を置いては？！

■ ライブ・ラリー（Live・Rally）
探した本のタイトルでしりとり、本のプレゼン、読んで
いない本で読書感想文など本を通じて人と繋がろう！

■ An-Houre（アン・ホウレ）
イベント案のプレゼンコンテスト。通りがかった人でも
投票可。入賞案は企画・運営のサポートを受けて実施！

■ 地域を知って、体験して、好きになる！
月３回程度、市内の大学生に向けて、地域活動の説明・
体験・フィールドワーク・イベント開催・企画など！

■ 安城市ゆめまちシティプロジェクト
子どもたちが日常的に自分で行くことができ、やってみ
たいことができる遊び場をつくる！大人たちは見守り。

■ みんなに「あいニコ」
放課後の教室で、企業・学生・ボランティア等が様々な
体験を提供！異世代とつながる第3の居場所をつくる。

■ U-35 みんなで楽しく！クリーン大作戦！
草抜きとゴミ拾いイベントで仲間づくり。他の地域活動
につなげる。祭りの前後にも開催し、地域の人と交流！

■ 明治キャナルサイド・ネットワーク
明治用水の水路網（道）を使って、市内団体やイベント
をワンチームとして繋ぐまちづくり拠点をつくる！

■ タウンサマーフェスタ
祭りのメインは盆踊り。曲ごとに地域でチームを組み、
円の中心で手本となって踊る。優秀チームを表彰！

■ ひまわりやれんげを使った地域づくり
市の交付金制度を使って、子どもも一緒に地域ぐるみで
草花を育てて地域の絆をつくろう！

■ 地域支え合いボランティアタクシー「まちモビ」
地域のボランティアドライバーでデマンド型タクシー。
高齢者の移動を助けたい！地域協議会で運営。
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【発行・問合せ先】

安城市役所  市民協働課
TEL 0566－71－2218
kyodo@city.anjo.lg.jp

※8：30～17：15（土日祝日を除く）

ひとことアンケートより
皆さん具体的に考えていてすご
いなと思いました／実際に企画
することで、現実感が増してきま
した／考えていたアイデアに新
たな視点で意見をもらうことで、
膨らんでブラッシュアップされ
る。対話は大切／案や企画をつく
上げる楽しさを発見した／次回
も楽しみにしています！ ほか

発表を元に、お互いに声を掛け合い、仲間を募ってチーム結成。チーム内でプロジェクトの褒め合いや深め合いを
したあと、チームで 1つのプロジェクトを考え、固まってきた方向性と展望について発表・共有しました。

「チェアリングwith ドラムサークルで
みーんなゆるっと交流 in Anjo」

ゴール・目的：外国人を含めたみんなが集って交流し、つながる。
取り組み内要：椅子を持って集って、話をしたり、ドラムサークルを
したりしてゆるっと過ごす。トライアルをする時には、他のチームの
みなさんも、友達を誘って是非来ていただきたいです！

ゴール・目的：学生が集まれる場所づくり。
取り組み内容：就活相談として、専門家で
はなく、人生の先輩から「リアルな声」を
聞きたい！

ゴール・目的：町内会や市民
団体の担い手不足を解消！
取り組み内要：還暦式（仮）
を開催し、市民総出で還暦デ
ビューを祝う。60歳でいいの
か？人をどう集めるか？など
の課題あり。また、七夕音頭
を各町内会で練習して踊る？
など、より良いコンテンツを
今後考えていきたい。

「エネルギーの地産地消」（仮）
ゴール・目的：世代間交流。おせっかい
で人を育てて、防犯・防災につなげたい。
取り組み内要：オープンカフェで大人が
遊んでいる子どもを見たり、読書会や、
子連れパパ・ママの集い、商店街で遊び
をしたり、体を使った演劇やダンスなど
の遊びをしたり…。市民だけでなく企業
や、市役所職員・OB なども巻き込んで
やっていきたい。

Aチーム ゆるっと（Bチーム）

Cチーム

Dチーム

 私も還暦世代。第３の居場所
をつくりたいという思いもあ
り、去年からスポーツボランテ
ィアに関わり出したのですが、
携帯にオープンチャットでど
んどん情報が入って来るよう
になり、強制参加（笑）。時代は
変わったなあ…と感じてます。 
これまでは課題をどう解決

するか、ロジックを組んでやっ
てきたが、「僕はこんなことを
できる」「私はこんなことをし
たい」といったマグマをどうロ
ジックにつなげていくかがこ
れから僕らが市民協働の仕事
としてやっていくべきことだ
と思ったし、ここに集まってい
るような皆さんはもうして 

いることだなと。 
今回の活動が安
城市の協働の
先駆けになっ
ていくといい
と思いました。

い
今

プチ講評
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5月 13日土曜日の午前、アンフォーレ1階多目的室で「あんじょ
う協働リビングラボ」の4回目を開催しました。参加者は、市民・市
職員に事務局スタッフを含めて 19人でした。 
この日のテーマは「プロトタイピング／試行や社会実験の企画」。
安城市の地域・行政課題を解決しながら持続可能な未来を創っていく
ため、前回結成したチームごとに次回リビングラボ（7／8）までに
取り組む「おためしアクションプラン」の内容をブラッシュアップし、
最後に全体で発表・共有しました。 

あんじょう協働 

リビングラボ 
U-35 

前回結成したチームごとに、次回リビングラボまでに取り組む「おためしアクションプラン」の内容をブラッシュ
アップし、最後に全体で発表・共有しました。 

「ゆるっとチェアリング with ドラムサークル」 
プロジェクトの目的・ねらいは、外国人や若者を含め、

みんなが気軽に集まれる場をつくり、コミュニケーション
を活性化し、安城のまちづくりにつなげたい。 
6 月 24日（土）の午後、アンフォーレの願いごと広場

にて、チェアリングとドラムサークルをする予定です。学
生や町内会について話をしたり、どんな場に使ってもらっ
てもいい。これからいろんな団体さんに参加を呼び掛ける
予定ですが、リビングラボのみなさんも、よかったら是非
参加を！その場合は今月中にお知らせください！ 

「世代間交流」 
就活が気になる3年生をメインとした学生と社会
人のみなさんの交流会を、6 月 25 日（日）の午前
に市民会館で開催したいと思っています。 
市役所職員や NPO で働いている人、企業で働い
ている人などに講師になってもらい、仕事の話や業
界の話などを本音で話してもらえるといい。もし参
加したい方がいましたら連絡をお願いします！ 

Aチーム

ゆるっと（Bチーム） 
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【発行・問合せ先】 

安城市役所  市民協働課 
TEL 0566－71－2218 
kyodo@city.anjo.lg.jp 

※8：30～17：15（土日祝日を除く） 

ひとことアンケートより 
どのチームのプロジェクトもお
もしろそうだなと思いました。ア
イデアを考えている時間はとて
も楽しい／「プレゼンのコツ」に
ついての話がとても勉強になり
ました。プランを考えるの、なか
なか難しいけど楽しいです ほか 

次回の発表会に役立つ、
「伝え方」のコツを聞き
ました。 

「つくる つたえる つながる ものがたり」 
目的は 0 歳から 100 歳までの世代間交流。2 時間く

らいのワークショップをアンフォーレで開催。①参加者
のおすすめの本の紹介②読まない（読んだことのない）
本の読書会③物語をつくる④体を動かしてエクササイ
ズの 4部構成。各コーナーを担当者が担当。 
まずはBチームの6月24日のチェアリングの時にコ
ラボでおためし開催させてもらい、その先に自分達で開
催できたらいいなと思っています。 

「還暦式 60 歳からの地域デビュー」 
町内会や市民団体の担い手不足の解消のため、活動
を知ってもらうことをネライとして、関連性のある既
存のイベントに便乗して、地域活動している人の話を
聞くシンポジウム（座談会）を開催。みんなで地域デ
ビューをお祝いする。 
まずは協力団体の話を聞くところから。アンケート
をもとに、町内会を学ぶ会を開いたりできるといい。 

チーム「つ」(D チーム) 

C チーム

●プレゼンは、相手に理解してもらうだけでなく、共感によって相手
の心や体を動かしてナンボ。提案によって担い手となる仲間を増や
したり、参加してもらえるよう、心に響くものにできるといい。 
●プレゼンは、「みんな」に届けるのではなく、「こんなあなたへ」と、
年齢や趣味嗜好など具体的なメインターゲットを設定してメッセー
ジを届けるといい！ 
●まちづくりの行動原理の 3要素は①必要・重要・人のためになるか
ら②楽しいから③儲かるから。行動（参加）のスイッチを入れるた
めに、あなたにどうプラスになるか？を伝えられるといい！ 

おためしアクション
プランの活動を支援
する「プロトタイピ
ング助成」（1グルー
プ上限 1万円）も、
用意しました！ 
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各チームから、おためしアクションの活動成果を発表。

「ゆるっとチェアリングwith ドラムサークル」

Aチーム（Youthful△Community）

B チーム（ゆるっと）

各グループの発表で「よ
かった点（評価）」と「ア
ドバイス（改善点）」をカ
ードに書き、ふりかえり
のヒントにしました。

「還暦式60歳からの
地域デビュー」

7 月 8 日土曜日の朝、アンフォーレ 1 階多目的室で「あんじょう
協働リビングラボ」の第5回を開催しました。参加者は市民・市職員
に事務局スタッフを含めて18人でした。
最終回となったこの日、まずは各チームより「おためしアクション」
の活動発表をしました。その後、活動を踏まえて「協働推進計画」へ
提案する「NEXT PROJECT」を考えて発表！最後に、これまでの 
リビングラボをふり返って「気づき」と「約束」を１人ずつコメント。
未来へのつながりを予感する素晴らしい会になりました！

Cチーム

あんじょう協働

リビングラボ
U-35

「SYU＋KU＝KATSU」
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「つくる つたえる つながる ものがたり」

【発行・問合せ先】

安城市役所  市民協働課
TE L 0566－71－2218
kyodo@city.anjo.lg.jp

※8：30～17：15（土日祝日を除く）

最後に全員でくるま座になり、これまでのリビングラボをふり返り、「気づき」と「約束」を１人ずつ発表！

Dチーム(つ)

C チーム

Aチーム(Youthful△Community）

他チームからの「評価」「改善」カードも踏まえつつ活動をふりかえり、市民協働推進計画へ
の提案として、協働で新たな価値を生む「あんじょう協働NEXT PROJECT」を考えて発表！

D チーム(つ)

B チーム（ゆるっと）
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